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第 l 章では，インクエン酸脱水素酵素とリンゴ酸酵素を触媒に，そして CdS および粘土層間に取り込まれた TiOz超




第 2章では，調製浴中の [Znz+J / [sz-J 比や [Ti (OEt)4J / [Si (OEt)4J 比を変えることにより， ZnS 超微粒
子および TiOz 超微粒子の粒径を制御できることを明らかにするとともに，これらの超微粒子は， COz からギ酸への光
還元反応に大きな触媒活性を示すことも明らかにしている。ギ酸生成の量子効率は，いずれの光触媒でも超微粒子の粒
径の減少とともに増加することを見い出している。
第 3章では，種々の金属担持ZnS 超微粒子光触媒の中でカドミウムを担持したものがCOz からギ酸への光還元反応
に最も高い触媒活性を示すことを見い出すとともに，この際のギ酸生成の量子効率として， 32.5% という高い値を得て

























(5) 硫化亜鉛超微粒子にカドミウムを 0.025 モル%担持することにより，二酸化炭素のギ酸への光還元量子効率が
18%から 32.5%に向上することを見い出している。いっぽう，硫化亜鉛・硫化カドミウム固溶体超微粒子では，
硫化カドミウムのモル分率が増すほと、二酸化炭素のギ酸への光還元の量子効率は減少するが，硫化カドミウムのモ
ル分率が 0.45--0.55 のときには一酸化炭素が生成することを見い出している。
(6) 中性水溶液中で，硫化カドミウム超微粒子コロイドを光触媒に用いて，二酸化炭素の還元を行った場合には，正
に帯電する高分子を安定化剤に用いると一酸化炭素が，負に帯電する高分子を用いると，ギ酸が生成することを見
い出している。
(7) 3種類の鎖長の異なるアルカンチオールで表面修飾した硫化亜鉛超微粒子を調製し，これを光触媒に用いて，メ
チルビオロゲンの光誘起還元挙動を調べ，アルカンチオールの鎖長が長くなるほど還元速度が低下することを見い
出し，これをトンネル電子移動の点から考察している。
以上のように，本論文は半導体光触媒を用いる二酸化炭素の還元について，光触媒反応系のデザインを半導体光触媒
のデザインに関して多くの有益な知見を提供しており，同分野の研究のみならず，光電気化学，光触媒化学に寄与する
ところが大きい。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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